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太宰治・作「富嶽百景」より抜粋 

太
宰
治
・
作 

「
富
嶽
百
景
」
よ
り
抜
粋 

 

東
京
の
、
ア
パ
ー
ト
の
窓
か
ら
見
る
富
士
は
、
く
る
し
い
。
冬
に
は
、
は
っ
き
り
、
よ
く
見
え
る
。
小
さ
い
、
真
白
い
三
角

が
、
地
平
線
に
ち
ょ
こ
ん
と
出
て
い
て
、
そ
れ
が
富
士
だ
。
な
ん
の
こ
と
は
な
い
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
菓
子
で
あ
る
。
し

か
も
左
の
ほ
う
に
、
肩
が
傾
い
て
心
細
く
、
船
尾
の
ほ
う
か
ら
だ
ん
だ
ん
沈
没
し
か
け
て
ゆ
く
軍
艦
の
姿
に
似
て
い
る
。
三

年
ま
え
の
冬
、
私
は
或
る
人
か
ら
、
意
外
の
事
実
を
打
ち
明
け
ら
れ
、
途
方
に
暮
れ
た
。
そ
の
夜
、
ア
パ
ー
ト
の
一
室
で
、

ひ
と
り
で
、
が
ぶ
が
ぶ
酒
の
ん
だ
。
一
睡
も
せ
ず
、
酒
の
ん
だ
。
あ
か
つ
き
、
小
用
に
立
っ
て
、
ア
パ
ー
ト
の
便
所
の
金
網

張
ら
れ
た
四
角
い
窓
か
ら
、
富
士
が
見
え
た
。
小
さ
く
、
真
白
で
、
左
の
ほ
う
に
ち
よ
っ
と
傾
い
て
、
あ
の
富
士
を
忘
れ
な

い
。
窓
の
下
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
路
を
、
さ
か
な
や
の
自
転
車
が
疾
駆
《
し
っ
く
》
し
、
お
う
、
け
さ
は
、
や
け
に
富
士
が
は

っ
き
り
見
え
る
じ
ゃ
ね
え
か
、
め
っ
ぽ
う
寒
い
や
、
な
ど
呟
《
つ
ぶ
や
》
き
の
こ
し
て
、
私
は
、
暗
い
便
所
の
中
に
立
ち
つ

く
し
、
窓
の
金
網
撫
で
な
が
ら
、
じ
め
じ
め
泣
い
て
、
あ
ん
な
思
い
は
、
二
度
と
繰
り
か
え
し
た
く
な
い
。 
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昭
和
十
三
年
の
初
秋
、
思
い
を
あ
ら
た
に
す
る
覚
悟
で
、
私
は
、
か
ば
ん
ひ
と
つ
さ
げ
て
旅
に
出
た
。 

 
甲
州
。
こ
こ
の
山
々
の
特
徴
は
、
山
々
の
起
伏
の
線
の
、
へ
ん
に
虚
《
む
な
》
し
い
、
な
だ
ら
か
さ
に
在
る
。
小
島
烏
水

と
い
う
人
の
日
本
山
水
論
に
も
、「
山
の
拗
《
す
》
ね
者
は
多
く
、
此
土
に
仙
遊
す
る
が
如
し
。」
と
在
っ
た
。
甲
州
の
山
々

は
、
あ
る
い
は
山
の
、
げ
て
も
の
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
私
は
、
甲
府
市
か
ら
バ
ス
に
ゆ
ら
れ
て
一
時
間
。
御
坂
峠
《
み
さ

か
と
う
げ
》
へ
た
ど
り
つ
く
。 

 

御
坂
峠
、
海
抜
千
三
百
米
《
メ
ー
ト
ル
》。
こ
の
峠
の
頂
上
に
、
天
下
茶
屋
と
い
う
、
小
さ
い
茶
店
が
あ
っ
て
、
井
伏
鱒
二

氏
が
初
夏
の
こ
ろ
か
ら
、
こ
こ
の
二
階
に
、
こ
も
っ
て
仕
事
を
し
て
居
ら
れ
る
。
私
は
、
そ
れ
を
知
っ
て
こ
こ
へ
来
た
。
井

伏
氏
の
お
仕
事
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
な
ら
、
隣
室
で
も
借
り
て
、
私
も
、
し
ば
ら
く
そ
こ
で
仙
遊
し
よ
う
と
思
っ
て
い

た
。 
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底
本
：「
筑
摩
現
代
文
学
大
系59 

太
宰
治
集
」
筑
摩
書
房 

 
 

 
1975

（
昭
和50

）
年9

月 

初
出
：「
文
体
」 

 
 

 
1939

（
昭
和14

）
年2
、3
月 

入
力
：
網
迫 

校
正
：
割
子
田
数
哉 

1999

年1

月9

日
公
開 

2011

年12

月10

日
修
正 

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
： 

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp
）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。 
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